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　現在、がんは日本人の死因の第 １位を占める病気であり、およそ ３人に 1人ががんで亡くなって

います。また、生涯のうち ２人に １人が、何らかのがんにかかると推計されており、重要な健康課

題の一つであります。

　また、がんは、命に関わる病気ですが、医学の急速な進歩により、早期に発見し、適切な治療を

すれば、治らない病気ではなくなってきました。

　しかしながら、がん検診の受診率が上がらないことや、がんは未だ「不治の病」などといった、

がんに関する誤った認識が根強く、必要以上に不安や恐怖を感じたり、がん患者やその家族への偏

見につながったりしています。このようなことから、学校教育活動全体で健康教育の一環として「が

ん教育」を推進することは、児童生徒が生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資

質や能力を育成する上で、大変有意義なことであります。

　新潟県教育委員会では、平成28年度から文部科学省の委託事業を受け、モデル校による授業実践

や教職員等への研修会、普及啓発のためのリーフレットを各学校へ配付するなど、がん教育の推進

に向けた取組を進めており、その一環として本手引きを作成しました。

　各学校におかれましては、本手引きを活用し、全教職員の共通理解のもとに、健康教育の全体計

画に位置付け、関連教科との連携を図り、学校教育全体で推進することや、学校保健委員会を活用

し、家庭や地域の理解を得ながら、学校全体で組織的・計画的に進められるよう期待します。日本

の未来を担う子供たちに、がんの正しい知識や、生きること、命の大切さについて、理解して欲し

いと願っております。

　最後に、本手引きの作成に当たり、御協力と御指導を賜りました皆様及び資料提供や御助言をい

ただいた方々に感謝申し上げます。

　平成31年 ２ 月	
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　Ⅰ　学校におけるがん教育の進め方

　１　がん教育の必要性
　学校における健康教育は、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力

を育成することを目指しています。

　特に、日本人の死亡原因として最も多いがんについては、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育が不十分であることが指摘されており、学校教育を通じてがんにつ

いて学ぶことにより、健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることが

求められています。

　学校におけるがん教育については、がんをほかの疾病等と区別して特別に扱うことが目的では

なく、がんを扱うことを通じて、ほかの様々な疾病の予防や望ましい生活習慣の確立を含めた健

康教育の充実を図るものでなければなりません。

　２　学校におけるがん教育の基本的な考え方

　　⑴　学校におけるがん教育の目標
　　　①がんについて正しく理解することができるようにする

　　　②健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする

がん対策に関する背景
　【国の対策】
　　・がん対策基本法
　　・がん対策推進基本計画

【新潟県の対策】
　　・新潟県がん対策推進条例
　　・新潟県がん対策推進計画

　がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・がん検診等について関心を
もち、正しい知識を身に付け、適切に対処できる実践力を育成する。また、がんを通じ
て様々な病気についても理解を深め、健康の保持増進に資する。

　がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うことを通じて、自他の健康
と命の大切さに気付き、自己の在り方や生き方を考え、共に生きる社会づくりを目指す
態度を育成する。

がん教育の定義
　がん教育は、健康教育の一環として、がんについての正しい理解と、がん患者や家族
などのがんと向き合う人々に対する共感的な理解を深めることを通して、自他の健康と
命の大切さについて学び、共に生きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る教
育である。
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　３　がん教育の授業の在り方
　　⑴　教育課程における位置付け

　�　学校における健康教育は、児童生徒が生涯を通じて健康な生活を送るための基礎を培うもの

であり、体育科・保健体育科を中心として、特別活動や特別の教科道徳（以下、道徳と表記）、

総合的な学習（探求）の時間、その他関連する教科等を含め、学校の教育活動全体を通じて行

われるものであり、がん教育も教科等横断的な学習を充実する必要があります。

　�　また、学校におけるがん教育を進めるに当たっては、以下のような点に配慮する必要があり

ます。

　　⑵　学習指導要領における位置付け
　　　【学校におけるがん教育の目標】

　　　　①がんについて正しく理解することができるようにする
　　　　�　主に小学校体育科（保健領域）、中学校保健体育科（保健分野）、高等学校保健体育科（科

目保健）で扱われます。

　　　　�　また、学校の実態に応じて充実させたい場合は、特別活動で取り扱うことも考えられま

す。

　　　　②健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする
　　　　�　授業のねらいに応じて、特別活動や道徳、総合的な学習の時間において取り扱うことが

考えられます。

　　⑶　がん教育の内容について
　　�　児童生徒に指導する上では、発達段階を踏まえ、専門用語に偏らずに、誰でも分かりやすい

言葉を用いるようにします。

【がん教育を進めるに当たっての留意点】
　〇学校教育活動全体で健康教育の一環として行うこと。
　〇発達段階を踏まえた指導を行うこと。
　〇外部講師の参加・協力など関係機関等と連携して行うこと。
　〇家庭や地域社会との連携を推進し、保護者や地域の理解を得ること。

【具体的な内容】
　ア　がんとは（がんの要因等）　　　　イ　がんの種類とその経過
　ウ　我が国のがんの状況　　　　　　　エ　がんの予防
　オ　がんの早期発見・がん検診　　　　カ　がんの治療法
　キ　がん治療における緩和ケア　　　　ク　がん患者の生活の質
　ケ　がん患者への理解と共生
　「学校におけるがん教育の在り方について報告」平成27年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「がん教育」の在り方に関する検討会
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　４　効果的に進めるために
　　⑴　学校保健計画等に位置付け、計画的に実施

　�　・年度当初の職員会議等で、がん教育について周知するなど、情報を共有する。

　　・全ての教職員の共通理解のもと行う。

　　⑵　家庭・地域との連携

　　⑶　集団指導と個別指導との連携
　　�　学校においてがん教育を実施するに当たっては、児童生徒の家族にがん経験者がいる場合や、

家族をがんで亡くした児童生徒がいる場合、また、児童生徒本人が小児がんの当事者である場

合を踏まえ、指導する必要があります。これらの情報を学校が全て把握しているとは限らない

ため、該当する児童生徒がいる可能性を常に念頭に置いて、指導計画を立て、指導することが

重要です。また、保護者会等で事前に授業内容を周知することや、配慮を要する児童生徒には

保護者も含めて個別に対応できるよう、教職員間、家庭、関係機関等との連携を図り、進める

ことが大切です。

【連携（例）】
・学校だより、保健だより等の活用及び保護者会等での情報提供・啓発活動
・授業参観の実施や行事等の実施
・学校保健委員会等での情報提供・協議
・PTA活動における講演会、研修会等の実施
・保健所、地域医療機関等への相談等
・中学校区における情報共有と行動連携の推進

【集団指導】
＊学習指導要領に基づく指導内容とする。
＊関連教科・領域の指導内容を把握する。
＊�指導の際には、児童生徒の表情や態度、

言動等を観察し、観察や感想等から個別
の対応が必要な児童生徒を把握した場合
は、個別指導又は相談の必要性を検討す
る。

【個別指導】
＊個別の指導計画に基づく指導を実施する。
＊�児童生徒の心のケアについて、健康相談

との関連を図る。
＊�健康相談では、児童生徒の話をよく聞き、

気持ちの安定を図りながら、自分の健康
を守るために、より適切な意思決定や行
動選択ができるように支援する。

地域・関係機関

学校
地域の学校 家庭
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　Ⅱ　配慮事項
　がん教育を実施するに当たり、児童生徒の家庭状況や心理面の配慮が必要です。

　生涯のうち 2 人に 1 人ががんにり患する時代です。学校では、事前に保護者から情報を得るな

どして、以下のような事例に該当する児童生徒が、教室や学校にはいる（可能性がある）という

前提で、配慮する必要があります。なお、他の疾病同様、これまで学校等が蓄積してきた事例を

生かすことが望まれます。

　【配慮が必要な事例】
〇小児がんの当事者、小児がんにかかったことのある児童生徒がいる。

〇家族や身近な人にがん患者がいる、家族や身近な人をがんで亡くした児童生徒がいる。

〇生活習慣が主な原因とならないがんもあり、特に、これらのがん患者が家族や身近にいる。

〇�がんに限らず、重病･難病等にかかったことのある児童生徒や、家族や身近な人に、該当者が

いたり、亡くしたりした児童生徒がいる。

〇子宮頸がんワクチンを接種したことにより、心身に不調が生じた生徒がいる。

　資料　：保護者宛のがん教育実施の通知文
　がん教育実施前の保護者宛の通知文においては、がん教育を行う必要性、いつ・どこで・誰が・

どのような内容と方法で行うのか、質問がある場合の問い合わせ先などを簡潔にまとめます。

《配慮の例》
・�事前調査を行うなど、実態を把握し、授業内容について事前に周知する。
・�｢がん教育を行うこと｣ や「心配があれば、いつでも相談できること」をあらかじめ保護者
にたよりや通知文などで周知する。…  資料参照 

・�授業の冒頭で「悲しくなったり、聞いているのが辛くなったりした場合は、先生に伝えてく
ださい」等の言葉かけをする。

・�身近な人を亡くした児童生徒がいる場合、授業中や授業前後の様子を観察する。
・�児童生徒本人や家庭の状況等を鑑み、がん教育の内容や方法、実施時期を工夫する。（保護
者の意向を受け止め、取組を行うなど）

・�本人に限定されるような内容に特化せず、事例を一般化するなどの工夫をする。
・�養護教諭等とともに指導をするなど複数体制にする。
・�授業を受けたくない場合は、別室で過ごさせるなど、必要な配慮ができる体制や環境を整備
する。

・�授業前後だけでなく、児童生徒の日常の学校生活の様子等を観察する。
・�児童生徒の様子から、意図的な声かけや必要に応じて個人面談を実施する。
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〇学級だよりの一部に掲載する場合（例）

〇通知文として配布する場合（例）
がん教育を行います！
　日本において、がんは死因の第1位でありながら、がんのそのものの理解や、がん患者
に対する正しい認識を高める教育が不十分であることが指摘されています。文部科学省で
は ｢がん教育総合支援事業｣ を実施し、学校における健康教育としてのがん教育の推進を
進めています。
　そこで、本学級においても〇月〇日に、学級活動の時間に ｢がんについて考えよう―健
康によりよく生きるために―｣ の授業をおこないます。この授業は、がんを身近な問題と
してとらえ、がんの予防、早期発見の必要性などについて、興味・関心をもつこと、また、
がんに関する正しい知識を身に付けることを目的にしています。御理解と御協力のほどを
よろしくお願いいたします。
　なお、この授業を行うにあたり、御質問や御心配なことがございましたら、担任または
保健室まで御連絡ください。（連絡先電話：〇〇〇-〇〇〇〇）

〇〇年　〇月　〇日
保護者の皆様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　〇〇　〇〇

がん教育の授業の実施について

　○○の候、保護者の皆様には、ますます御清栄のことと存じます。日頃より、当校の教
育活動に御協力、御支援をいただき感謝申し上げます。
　文部科学省では、がん教育について、がんは日本人の死亡原因として最も多く、生涯の
うち国民の二人に一人はがんにかかると推測され、国の重要な健康課題であり、国民が身
に付けておくべきものとしています。また、がん対策基本法の下、政府が策定したがん対
策基本計画においても、子供に対し健康と命の大切さや自己管理、がんに対する正しい知
識とがん患者に対する正しい認識をもつよう教育することを目指し、学校教育の中でがん
教育を実施するとしています。
　そこで、当校では以下のように、がん教育の授業を計画しています。一人一人が、限り
ある命を精一杯輝かせて、他者とかかわりあいながら生きている喜びを感得し、主体的に
自他の健康で安全な生活を送ることができる生徒の育成を目指しています。
　つきましては、心配なことや配慮してほしいことがありましたら、いつでも、担任又は、
養護教諭（電話　〇〇〇－〇〇〇〇）まで御連絡ください。よろしくお願いいたします。

記
　
１　ねらい　　�がんに興味・関心を持つとともに、がんの予防や早期発見について正しい

知識を身に付ける。
２　日　時　　〇月〇日　～　〇月〇日
３　授業者　　各担任
４　内　容　　・がんを正しく知ろう。
　　　　　　　・がんと向き合って生きていくために、自分ができることを考えよう。
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　Ⅲ　発達段階に応じた「がん教育」の指導例

　１　指導計画例
小学校 中学校 高等学校

体育科
・保健体育科
＊�生涯を通じて

自らの健康を
適切に管理し
改善していく
資質や能力の
育成

【第３学年】
⑴健康な生活
　イ１日の生活の仕方

【第６学年】
⑶病気の予防	
　ウ�生活行動が主な原因と

なって起こる病気の予
防

　エ�喫煙、飲酒、薬物乱用
と健康

　オ�地 域 の 保 健 に 関 わ る
様々な活動

⑴健康な生活と疾病の予防
【第１学年】
　イ�生活習慣と健康
　　㋓調和のとれた生活

【第２学年】
　ウ生活習慣病などの予防
　　㋑がんの予防
　エ�喫煙、飲酒、薬物乱用

と健康
　　㋐喫煙と健康

【第３学年】
　カ健康を守る社会の取組

⑴現代社会と健康
　ア健康の考え方
　ウ�生活習慣病などの予防

と回復
　エ�喫煙、飲酒、薬物乱用

と健康
⑷健康を支える環境づくり
　ウ�保健・医療制度及び地

域の保健・医療機関
　エ�様々な保健活動や社会

的対策
　オ�健康に関する環境づく

りと社会参加

特別活動
＊�人間としての

生き方につい
ての考えを深
める

⑵�日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康
安全

　ウ�　心身ともに健康で安
全な生活態度の形成

⑵�日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康
安全

　ア�　自他の個性の理解と
尊重、よりよい人間関
係の形成

　エ�　心身ともに健康で安
全な生活態度や習慣の
形成

⑵�日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康
安全

　オ�　生命の尊重と心身と
もに健康で安全な生活
態度や規律ある習慣の
確立

道徳
＊�よりよく生き

るための基盤
づくり

＊�人間としての
生き方につい
ての考えを深
める

Ａ�　主として自分自身に関
すること

　１�　善悪の判断、自律、
自由と責任

Ｄ�　主として生命や自然、
崇高なものとの関わりに
関すること

　19　生命の尊さ

Ａ�　主として自分自身に関
すること

　２　節度、節制
Ｂ�　主として人との関わり

に関すること
　６　思いやり、感謝
　９　相互理解、寛容
Ｃ�　主として集団や社会と

の関わりに関すること
　11�　公正、公平、社会正

義
Ｄ�　主として生命や自然，

崇高なものとの関わりに
関すること

　19　生命の尊さ

総合的な学習
の時間（高等
学校は「総合
的な探求の時
間」）
＊�保健に関する

横断的・総合
的な学習

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題
　（例：健康　福祉）
児童の興味・関心に基づく
課題
　（例　生命）

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題
　（例　健康　福祉）
生徒の興味・関心に基づく
課題
　（例　生命）

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題
　（例　健康　福祉）
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　２　がん教育の展開例

学校種
小学校 中学校 高等学校

体育科
保健領域

道徳・
特別活動

保健体育科
保健分野

道徳・
特別活動

保健体育科
科目保健 特別活動

ア�　がんとは
何か ◎ ◎ ◎ ◎

イ�　我が国の
がんの現状 〇 〇 ◎ ◎

ウ�　がんの予　　　　
防 〇 ○ ◎ ◎

エ�　がんの早
期発見・検
診

〇 △ ◎ ◎

オ�　がんの治
療法 〇 △ （○） ◎ （○）

カ�　がん治療
における緩
和ケア

〇 （○）
可能であれば扱う

◎ （○）
可能であれば扱う

キ�　がん患者
の生活の質 〇 ○ 〇 （○）

ク�　がん患者
との理解と
共生

〇 ○ 〇 （○）

※表中の記号は次のことを表す。　◎ : 重点を置く　○：扱う　△：触れる
　小児がんについてはすべての校種で配慮する。

参考　「学校におけるがん教育の考え方・進め方」　大修館書店　

− 8 −



　３　指導例
　　⑴　小学校 ６年
　　　「がんについて学ぼう」
　＜指導の流れ＞　 ３ 時間 

【資料】がん教育プログラム小学校版　映像教材①がん博士の『がんについての基礎知識』より抜粋

体育科
保健領域

（ 1 時間）

⑶病気の予防
　ア　知識
　エ�喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

・�喫煙による一酸化炭素やタール等の心臓病・がん等の健康
への影響を知る。

・�それらの予防にはたばこを吸わないことが重要であること
を知る。

体育科
保健領域

（1 時間）

⑶病気の予防

＊発展学習

・�がんとはどのような病気か大まかに知る。
・�望ましい生活習慣が大切なことを確認し、今の生活習慣が

将来の健康につながっていることに気付く。

道徳
（1 時間）

Ｄ�　主として生命や自然、崇高な
ものとの関わりに関すること

　19　生命の尊さ

・�「友だち～ぼくとゆう君～」を読み、友達が白血病と知った
ときのぼくの心情を考え、自分ができることを考える。

≪体育科　保健領域　 1 ｈ　 １ ／ ２ ≫
１ 　本時のねらい
　〇�喫煙による健康への影響やがんとの関係について知り、心臓病やがんになるリスクを減ら

すための方法の一つとして、たばこを吸わない等があることを発表したり記述したりできる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・たばこの健康への影響について知っていることを発表する。

【展開】
　喫煙は、健康を損なう原因となることを知る。 
・受動喫煙は周囲の人々の健康に影響を与えることについて知る
・長期の喫煙は、心臓病やがん等の原因になることを知る。

【まとめ】
・健康な生活をするために、たばことどのようにかかわっていくかをワークシートに記述する。
３ 　評価
　○�喫煙について学習した知識をもとに、自分はこれからどのようなことに気を付けていきた

いか記述している。
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 ＜ワークシート（例）＞

≪体育科　保健領域　 1 ｈ　 ２ ／ ２ ≫

１ 　本時のねらい
　〇�がんについて正しい知識を身に付け、望ましい生活習慣を続けることが、がんの予防につな

がることが分かり、今の生活習慣が将来の健康につながっていることに気付くことができる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・がんについて知っていることやイメージしていることを発表する。
　＜ブレインストーミング＞

【展開】
 がんについて知ろう。 　（参考：文部科学省「がん教育プログラム小学校版」映像教材①）
・日本人の死因の第一位
・一生の間で ２ 人に １ 人ががんにかかる可能性があり ３ 人に １ 人ががんで亡くなっている。
・�がんの原因は １ つではない（生活習慣だけでなく、細菌ウイルス感染、遺伝要素など様々あ

ることを伝える。）
・早期発見、早期治療で治る可能性が高くなる。
・望ましい生活習慣を続けることが、予防につながる。
 他の生活習慣病を防ぐためにも、望ましい生活習慣が大切だということを確認する。 
・適度な運動
・バランス良い食事（塩分、脂肪分、糖分の取りすぎに注意する、野菜を多く食べる）
・十分な睡眠
・たばこを吸わない、お酒の飲みすぎ注意
 自分の生活習慣を振り返り、改善点を考える。 
・今の生活習慣が将来の健康につながっていることに気付かせる。

【まとめ】
・�がんについて分かったことと自分の生活で心配なところを踏まえて、授業の振り返りをワー

クシートに記述する。
３ 　評価
　○�がんについて学習した知識をもとに自分の生活を振り返り、将来の健康につなげるために、

これからどのようなことに気を付けていきたいか記述している。

　生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる
病気の予防には、望ましい生活習慣を身に付ける必要
があることを理解させておくことが重要となる。

１　「がん」は、どのような病気なの。

２　「がん」について正しく学ぼう。
原因は？ 治すことができるの？

「がん」にならないためにどうすればいいの？ どうすれば早く見つけられるの？

３　これからの自分の生活について考えよう。
学習したことを振り返り、これから自分がどのようなことに気を付けていくか書きましょう。
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＜ワークシート（例）＞

≪道徳　 1 ｈ≫
１ 　本時のねらい
　〇�がんと向き合う友達に対する共感的理解を深めることを通して、自他の命の大切さに気付

き、共に生きる態度を育てる。　
２ 　指導の流れ

【導入】
・�前時の学習を振り返り、がんとはどんな病気であるか、望ましい生活習慣を続けることが予

防につながることを確認する。
【展開】
 「友だち～ぼくとゆう君」を読む。 （引用：日本対がん協会「がん教育読本」）
・�白血病についての説明を聞き、生活習慣が主な原因とならないがんもあり、小児がんは原因

不明なことが多いことを知る。
 「ぼく」はどんな気持ちかを考える。 
・�「ぼく」を自分に置き換えて考える。
・�友達が白血病と知ったときの「ぼく」の心情について考える。
 「ゆう君」のためにできること話し合う。 
・�グループで、「ゆう君」を支えるために何ができるかを考える。
・�「ゆう君」が、前向きに病気を治療しようとしていることを知る。
・�いつも通りでいることも「ゆう君」にとって大切であることに気付く。

【まとめ】
・本時を振り返って、感想を記述する。
３ 　評価
　〇��がんを通して友情や思いやりの気持ちに共感し、がんと向き合う友達を支えていくこと、

自他の命の大切さについて考え、ワークシートに記述している。

「大切な友だちのために自分ができることを考えよう！」　
　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

１ 　「ゆう君」ががんと知った時、「ぼく」はどんな気持ちだったでしょうか。

２ 　入院するゆう君のために、できることをグループで話し合いましょう。

　　　

３ 　今日の授業の感想を書きましょう。
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【資料】がん教育読本（日本対がん協会）引用http://www.jcancer.jp/cancer-education/material11.html

【友だち～ぼくとゆう君～】
ぼく：た・だ・い・ま…
母　：�「おかえり。どうしたの？元気ないわね。だれか

とけんかでもしたの？」
ぼく：�「……」
母　：�「だまってちゃわからないでしょう？」
ぼく：�「ゆう君、がんなんだって。それで入院しなきゃ

いけないって…だって知らなかったんだもん」
ぼくが小学校３年生のときにゆう君は近所に引っ越し
てきた。
母　：�「ひとりっ子なんだって。ちゃんとあいさつでき

てたわ。すこしはあなたも見習いなさいよ。」
そう話すおかあさんが、ちょっと腹立たしかった。ふん、
なんだ、あんな青白いヤツの味方して。
母　：�「ゆう君はね、体が弱いらしいの。だから体育の

授業も見学することが多いんだって。仲良くし
てね。明日からいっしょに学校に行ってあげな
さい。」

それから、ぼくはゆう君といっしょに学校に行くよう
になった。
ぼく：�「もう、早く来いよ！しょうがないなあ。」
ゆう：�「待ってよ、そんなに急いで歩かないでよ。ハア

ハア。」
夏休みが終わってすぐ、職員室に入っていくゆう君の
ママを見かけた。次の日。
担任：�「みんな聞いてください。こんど、ゆう君が入院

することになりました。白血病という、血液の
がんで…」

下校の時。
ゆう：�「なにしてんだよ。そんなにノロノロ歩いていた

ら先に帰っちゃうよ。」
ぼく：�「……」
ぼく：�「何でだまってたんだよ！入院するんだろっ！元

気になって帰って来なかったらゆるさないから
な！」

ゆう：�「えっ！なに？」
その夜。
父　：�「お父さんとゆう君のお父さんとは学生時代から

の友だちなんで、いろいろ話をしていてね、今
度息子が入院することになったって聞いたよ。」

ぼく：�「知ってたんだ。それで、ゆう君死んじゃうの？」
父　：�「うちの近くの病院が白血病の専門だから、それ

でこっちに引っ越してきたんだ。」
　　　�「お医者さんからは、抗がん剤とかの治療のこ

ともあってしばらく入院することになるけど、
とくに心配はいらないって言われているそうだ
よ。」

ぼく：�「勉強は？」
父　：�「病院の中にクラスがあるんで、しばらくはそこ

で勉強することになるそうだ。たまにみんなで
学校の様子を教えに行ってあげたら？」

ぼく：�「うん」
数日後。
ぼく：�「ごめん知らなかったんだ。誰も教えてくれなかっ

たから。だから、みんなといっしょになって、
だから…」

ゆう：�「えっ、何のこと？いいよ、そんなこと。前の学
校ではもっと…だれも声をかけてくれなくって、
友達もできなくって、遊んでもくれなくって、
すごく寂しかったんだ。そのころにくらべれば、
ぜんぜん。」

ぼく：「なあ、早く学校に戻って来いよ。」

− 12 −



　２　中学校２年
　　　「病気の予防　～今わたしにできること　そして未来へ～」
　＜指導の流れ＞　 4 時間 

保健体育
（ ２ 時間）

⑴健康な生活と疾病の予防
　ウ生活習慣病などの予防

・�がんの疾病概念を知る。
・�がんの予防やがん検診による早期発見が大切であ

ることを知る。

特別活動
（ １ 時間）

⑵�日常の生活や学習への適応と自己の成長
及び健康安全

　ア�　自他の個性の理解と尊重、よりよい
人間関係の形成

・�自分や身近な人ががんになった場合を想定した意
見交換を通して、保健体育での学習（がんの疾病
概念や予防、早期発見の大切さ等）をもとに自分
にできることを考える。

道徳
（ １ 時間）

Ｂ�　主として人との関わりに関すること
　６　思いやり、感謝
Ｄ�　主として生命や自然、崇高なものとの

関わりに関すること
　19　生命の尊さ

・�外部講師の話を聞くことを通して、がん患者との
関わりや、自他の健康と命の大切さについて考え
る。

≪保健体育　 １ ｈ　 １ ／ ２ ≫
１ 　本時のねらい
　〇�がんの疾病概念や予防等について、正しい基礎知識を身に付けることができるようにする。
　〇�がんの予防方法について、自らの生活と比較しながら、課題の解決方法を見つけたり、選

んだりして、それらを説明することができる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・生活習慣病を予防するには望ましい生活習慣を身に付けることが有効であることを確認する。
・がんに関する知識の実態を知る。（資料：事前アンケート結果）

【展開】
 がんの疾病概念を知る。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材」モジュール １・２・３ ）
・がんについて知っていることを出し合う。
・日本人の ２ 人に １ 人が、生涯でがんにかかる可能性があることを知る。
・がんの仕組み、経過、種類などを知る。
 がんは、予防や早期発見が大切であることを知る。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教」モジュール １・４・５ ）
・がんの要因を知る。
・がんを予防するためにできることを考える。（今の自分にできること）
・早期発見の大切さを知る。（大人になってからできること）

【まとめ】
・本時を振り返り、今日の学習を通してわかったことを記述する。
３ 　評　価
　○がんの現状や要因について、ワークシートに記入したり、発表したりしている。
　○がんの予防について学習した知識をもとに考えをまとめ、ワークシートに記述している。

・小児がんなど、生活習慣とは関連のないものもあるため、誤解がないようにする。
・�一部のがんでは、ウイルス感染が背景にある場合があるが、がんという病気自体

が人から人に感染することはないため、感染を扱う際は留意する。

※指導例は 4 時間構成ですが、指導の際は、各学校の実態に合わせて実施してください。
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保健体育　参考使用教材
【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材　より抜粋
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≪保健体育　 １ ｈ　 ２ ／ ２ ≫
１ 　本時のねらい
　〇�がんの疾病概念やがん検診の受診率等をもとにがん検診の意義を考え、早期発見の大切さ

を説明することができる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・前時の学習を振り返り、がんの疾病概念等を確認する。
・本時の学習内容を知る。

【展開】
 がん検診の意義を考える。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材」モジュール ３・４・５ ）
・事例をもとに生活の中でのがんの予防法を確認する。
・がん検診の受診率や身近な人の受診状況等からがん検診を受ける理由・受けない理由を考える。
 がんは早期発見が大切であることを知る。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材」モジュール ３・４・５・６ ）
・がん検診を受ける必要があるのはどんなときか考える。
・がんの進行と自覚症状について知る。
・がんは早期発見により多くの人が治っていることや、がんの治療の三つの柱を知る。
・がん検診による早期発見の重要性を知る。

【まとめ】
・本時を振り返り、学習を通してわかったことを記述する。
３ 　評　価
　〇�がん検診を受診する理由・受診しない理由について考え、ワークシートに記入したり、発

表したりしている。
　〇�がんは早期発見が重要であることを、学習した知識をもとに考えをまとめ、ワークシート

に記述している。

・�がんは症状がないまま進行する病気であり、症状がなくても定期的に検診を受ける
必要があることを理解させる。
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保健体育　参考使用教材
【資料】学校におけるがん教育の考え方・進め方（大修館書店）より抜粋

【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材より抜粋

○�Aさんは30歳。朝は ６ 時に起床し、ウォーキングをします。朝食は、バランスよくご飯とだ
しをきかせたみそ汁、目玉焼き、サラダを食べます。

○�会社でシステムエンジニアをしているAさんは、いつもパソコンと向き合う仕事が主体です。
２ 時間に １ 回はストレッチをして、体の緊張をとるようにしています。今日の昼食は食堂でカ
レーライスを食べます。だいたい夜の ７ 時ごろまで仕事をします。

○�今夜は、仲間と話を楽しみながら食事をします。10時ごろ帰宅してゆっくり入浴し、11時ごろ
眠りにつきました。

○�職場の健康診断の案内がきていました。今年もしっかりと受ける予定です。
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≪特別活動≫
１ 　本時のねらい
　〇�自分や身近な人ががんになった場合を想定した意見交換を通して、保健体育科での学習（が

んの疾病概念や予防、早期発見の大切さ等）をもとに自分にできることを考えることができる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・前時の学習を振り返り、がんの疾病概念や早期発見等の大切さ等について確認する。

【展開】
 自分や家族ががんと診断されたらどのような行動をするか考える。 
・自分ががんと診断されたら知りたいかどうか、理由を含めて考える。（グループでの交流）
・家族など身近な人ががんと診断されたらどのように関わっていくか、理由を含めて考える。
　（グループおよび全体での交流）
・がんと診断された人は、周りの人にどのように接してほしいと望んでいるか考える。
・予防や早期発見、周囲の人の理解や支えの大切さを再確認する。

【まとめ】
・�本時を振り返り、自分や身近な人ががんと診断された場合にとろうと思う行動やその理由を

記述する。
３ 　評　価
　〇�自分や身近な人ががんと診断された場合にどう行動するかを、保健体育科での学習をもと

にワークシートに記述したり、発表したりしている。

≪道徳≫
１ 　本時のねらい
　〇�外部講師の講話を聞くことを通して、がん患者との関わりや、自他の健康と命の大切さに

ついて考えることができる。
　〇�健康的な生活を実践していこうとする態度を高めることができる。
２ 　指導の流れ

【導入】
・前時までの学習を振り返り、本時の学習内容を確認する。

【展開】
 外部講師の講話を聞く。 （がん経験者、がん専門医、がん看護専門看護師　等）
・がんの早期発見とがん検診
・がんの治療
・がん治療における緩和ケア
・がん患者の「生活の質」
・がん患者への理解と共生
 前時までの学習や外部講師の講話をもとに自分がとろうと思う行動を考える。 
・がん患者や患者家族との関わりを考える。（個人・グループ・全体）

【まとめ】
・これまでの学習を振り返り、自分の考えを記述する。
３ 　評　価
　〇�外部講師の講話を聞き、がん患者との関わりや健康と命の大切さについて考え、ワークシー

トに記述したり、発表したりしている。
　〇�健康的な生活を実践していこうとする考えをワークシートに記述している。

身近な人を亡くした生徒がいる場合、様子を観察するなど配慮する。

・�事前に講師と打ち合わせを行い、授業のねらいを押さえ、
教育効果を高めるようにする。

・�講師が一方的に話すのみではなく、生徒が主体的に考え
たり、活動したりする時間を確保するなどの工夫をする。
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特別活動・道徳　参考使用教材
【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材より抜粋

 ＜ワークシート（例）＞
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　３　高等学校
　　　「現代社会と健康　～がんとその予防～」
　＜指導の流れ＞　 3 時間 

保健体育
（２時間）

⑴現代社会と健康
　ア�　現代社会と健康について理解を深め

ること
　ウ生活習慣病などの予防と回復

・�がんの種類や特徴について、正しい知識を身に付
ける。

・�がんを減らす方策について、様々な視点から考え
る。

・�がん検診や治療法の選択について考え、がん患者
の思いや、がんと共に生きる生活について理解を
深める。

特別活動
（１時間）

⑵�日常の生活や学習への適応と自己の成長
及び健康安全

　オ�　心身共に健康で安全な生活態度や習
慣の育成

・�自分や身近な人ががんになった場合を想定した意
見交換を通して、がんの疾病概念や予防等をもと
に、適切な対応を考える。

≪保健体育　 １ ｈ　 １ ／ ２ ≫
１ 　本時のねらい
　〇�がんには様々な種類があり、それぞれのがんの特徴を知ることは、がんの予防を考える上

で重要であることを理解できるようにする。
２ 　指導の流れ

【導入】
・がんは、日本人の死因の第 １ 位であること、がんには様々な種類があることを確認する。

【展開】
 がんの疾病概念を知る。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材」モジュール 1・2・3 ）
・提示された資料をもとに、がんの特徴についてまとめる。
・個人のワークシートに記入し、グループで話し合い、発表する。
・がんの仕組み、経過、種類などを知る。

 がんの危険性を減らす方策について、様々な視点から考える。 
（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材」モジュール １・3・５ ）
・がんの危険性を減らす方策について、個人のワークシートに記入する。
・グループで話し合い、ワークシートにまとめる。
・正しい情報を選択していく力を身に付けることが必要であると知る。

【まとめ】
・本時を振り返り、今日の学習を通してわかったことを記述する。
３ 　評　価
　〇��がんの特徴について、資料からデータを読み取って分析し、筋道を立てて説明している。
　〇�がんの予防や健康と命の大切さについて理解したことを発言したり、書き出したりしている。

・�小児がんなど、生活習慣とは関連のないものもあるため、誤解がないようにする。
・�一部のがんでは、ウイルス感染が背景にある場合があるが、がんという病気自体が人か

ら人に感染することはないため、感染を扱う際は留意する。

− 19 −



保健体育　参考使用教材
【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材より抜粋

【資料】「がん教育推進のための教材」平成29年6月一部改訂（文部科学省）より抜粋

 ＜ワークシート（例）＞
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≪保健体育　 １ ｈ　 ２ ／ ２ ≫
１ 　本時のねらい
　〇�がん検診やがんにかかっても、様々な治療法があることや、治療法の選択について考え、

がんと共生する社会づくりに必要なことを理解できるようにする。
２ 　指導の流れ

【導入】
 自分自身ががんと診断されたとしたら、知らせて欲しいか考える。 
・�前時の振り返り：早期発見で約 ９ 割のがんは治るため、がん検診が推奨されていることを確

認する。
【展開】
 がん検診の受診率を高めるためには、どうしたらよいか考える。 

（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材 モジュール １・3・５ ）
・がん検診の受診率を高める方策について、個人のワークシートに記入する。
・グループで話し合い、ワークシートにまとめる。
・正しい情報を選択していく力を身に付けることが必要であると知る。

 がんの治療方針を決定するとしたら何を重視するか考える。 
（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」、「がん教育プログラムスライド教材 モジュール １・3・５ ）
・がんの治療法や緩和ケアについて知る。
・がんの治療方針を決定する際に、重視したいことについて、グループで話し合って考える。

【まとめ】
・本時を振り返り、今日の学習を通してわかったことを記述する。
３ 　評　価
　〇�がん検診について、課題解決に向けての話し合いや意見交換など、学習活動に意欲的に取

り組もうとしている。
　〇�がんと共に生きる社会、健康と命の大切さについて、理解したことを発言したり、書き出

したりしている。

・�国のがん検診の取組とがん検診を受けない理由に着目させ、がん検診の受診率を向上さ
せる方策を考察させる。

・インフォームド・コンセントやセカンド・オピニオンの意義について考えさせる。
・�がんの種類や病状だけでなく、今後の生活や生き方を踏まえて、自分らしく生きられる

ようにするために、治療法などについて調べ、適切な思考・判断を行い、納得した治療
を受けるように、がん治療を選択することが大切であることを説明する。
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保健体育　参考使用教材
【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材より抜粋

【資料】「がん教育推進のための教材」平成29年6月一部改訂（文部科学省）より抜粋
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≪特別活動≫
１ 　題材名「がん患者への理解と共生」
２ 　本時のねらい
　〇�がんの治療をしながら、日常生活を送る人が増えている。がん患者が働きやすい社会になる

ために、がん患者への理解を深め、支え合って生きることが大切さであることを理解させる。
　〇�自分の生き方と関連付けて考え、がん患者が働きやすい社会の実現に向けた自分の行動を

自己選択・自己決定できるようにする。
２　指導の流れ

【導入】
・働きながらがんの治療をする際に、どのような苦労があるか予想する。

【展開】
 がん患者が働きながら治療する際の課題について考える。 
・�がんの治療方法を振り返り、がん治療は入院より、通院が主体になりつつあるため、がんの

治療をしながら、以前と同じような生活を送る人が増えていることを知る。
・�働きながら治療する際の課題について考える。（個人・グループ・全体）

 がん患者が働きやすい社会を築くためにできることを考える。 
（参考：文部科学省「がん教育推進のための教材」ｐ14⑶がん患者も暮らしやすい社会を目指して、ｐ16（ある職場でのケース））
・がん患者が働きやすい社会を築くためにできることを考える。（グループ）
・就職した自分をイメージして考える。

【まとめ】
 自分に合った方法を、自己決定する。 
・がん患者が働きやすい社会を築くために、自分に合った方法を決め、発表する。
　
３ 　評　価
　〇�がんの治療をしながら、日常生活を送る人が増えていること、また、そのような人たちが、

働きやすい社会にするためには、がん患者への理解を深め、共に支え合うことが大切であ
ることについて理解している。

　〇�がん患者が働きやすい社会を築くための自分の行動を自己選択・自己決定している。

・身近な人を亡くした生徒がいる場合、様子を観察するなど配慮する。
・日本人の２人に１人ががんになる状況等、基礎的な学習内容について振り返る。
・�がんにかかると、治療のために仕事を休まなければならない、あるいは辞めざるを得な

い場合があることに気付かせる。

外部講師（がん患者・がん経験者）の活用
・事前に講師と打ち合わせを行い、授業のねらいを押さえ、教育効果を高めるようにする。
　＊�内容としては、実際にがんにかかったときの生活の変化や苦労、周囲の人との関わり、仕

事を続けていく上で課題となったことなどが考えられる。
・�講師が一方的に話すのみではなく、生徒が主体的に考えたり、活動したりする時間を確保す

るなどの工夫をする。

・周囲の人のがんに対する理解不足が誤解を生むことに気付かせる。
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特別活動　参考使用教材
【資料】「がん教育推進のための教材」平成29年6月一部改訂（文部科学省）より抜粋

【資料】がん教育プログラム中学校・高等学校版　スライド教材より抜粋
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　Ⅳ　外部講師を活用したがん教育の進め方
　がん教育の実施にあたり、がんそのものの理解やがん患者に対する正しい認識を深めるために

は、がんの専門家（外部講師）との連携が効果的です。授業のねらいに応じて、外部講師を活用

し、教員による授業と外部講師による指導を組み合わせ、児童生徒の学びを深めることが期待さ

れます。

〇外部講師を活用した授業の実施ポイント

〇外部講師を活用した授業の実施の手順（例）

【基本方針】
　地域や学校の実情に応じて、学校医、がん専門医、がん患者、がん経験者など、
それぞれの専門性が生かせるよう指導の工夫を行い、連携を密に図りながら実施する。

□学校が主体となって企画・運営を行う。
□授業を担当する教員だけではなく、全ての教職員の共通理解のもとに進める。
□�保護者への広報、啓発活動を同時に行うと効果的。関係者、関係機関と継続的

に連携する。
□�年度当初の職員会議等で、外部講師を活用したがん教育の開催予定を周知する

など、情報を共有する。

学
校
内

保健主事や授業を担当する
保健体育教諭や学級担任な
どを中心に核となる教員を
決め関係教職員と連携しつ
つ、がん教育を企画する。
・どんなテーマで
・いつ
・だれを講師に

外部講師を活用したがん教
育の実施に向けて、教職員
の共通理解を図り、実施内
容等について話し合う。ま
た、教科書やがん教育にか
かわるビデオ、パンフレッ
トなどの資料を準備する。

当日児童生徒に配布する資
料や使用する視聴覚機材を
準備する。
必要な場合には事前学習・
事前指導等を行う。

外
部
講
師
を
活
用
し
た
場
合

外部講師を活用したがん教
育の企画に合わせて、関係
機関に講師の派遣を依頼す
る。
・講師選定
・事前打診
・正式依頼状送付
・打合せ日程調整

外部講師を活用したがん教
育の講師予定者と当日の指
導内容や指導方法について
打合せを行う。
・詳細な日程
・講師と学校の役割分担
・準備品等
・指導上の留意事項の確認

資料や視聴覚機材について
の最終確認を行う。
・�講師と教員との役割分担

についても確認する。

企画 打合せ 準備

− 25 −



〇実施上の留意点�

【指導形態】　
　□学校全体で行う　　　　□学年単位で行う　　　　□学級単位で行う
　　※指導形態によって、指導の内容や方法が変わる。

【外部講師の選定】
　□がんに関する科学的根拠に基づいた理解をねらいとした場合
　　�　学校医、がん専門医（がん診療連携拠点病院の活用を考慮）など、医療従事者によ

る指導が効果的と考えられる。
　□健康と命の大切さをねらいとした場合
　　�　医療関係者だけでなく、がん患者やがん経験者による指導も効果的と考えられる。

【授業を行う上での留意点】
　□�授業に当たっては、対象となる児童生徒の発達段階を十分考慮した内容や指導を心掛

けるなど、学習上の留意点について、外部講師と事前に共有する。
　□�授業計画の作成に当たっては、授業を企画する教員が主体となるよう留意する。
　□�がん患者やがん経験者の体験談は貴重であるが、家族や身近な人に経験者がいる場合

などには、強い印象を与える可能性があることに留意する。
　□�教員と外部講師は、授業の事前・事後に打合せを行い、授業のねらいを確認するとと

もに、教育効果を高めるようにする。
　□�教員が実施する授業と、外部講師の協力を得て実施する授業や学校行事等を関連させ

て指導することで、より教育効果を高めることができる。

学
校
内

本時におけるがん教育の目
的・ねらいの説明、講師の
紹介等を行う。
外部講師を活用したがん教
育を実施する。

学校の実情に応じて、関連
した教科と結び付けた指導
を行う。
外部講師を活用したがん教
育を受講した児童生徒が、
内容に対する疑問や質問を
聞いたり、感想をまとめた
りするとよい。

成果や課題について担当者
で話し合い、次年度の外部
講師を活用したがん教育に
生かす。
また、この結果は全ての教
職員で共有する。

外
部
講
師
を
活
用
し
た
場
合

講師との最終確認を行い、
がん教育を実施する。

外部講師に授業実施の感想
などを尋ねるとともに児童
生徒の感想などをまとめ、
指導上の課題や児童生徒の
実施後の指導などについて
話し合う。

講師及び講師の所属先に礼
状を出す。

外部講師を活用
したがん教育 実施後の指導 評価まとめ

− 26 −



 【外部講師の活用例】
※�教育課程上の位置付けとして、特別活動や道徳の事例を示しているが、体育科・保健体育科の授

業と関連付けて、指導の充実を図ることが前提となります。

校
種 授業のねらい 教育課程上

の位置付け
外部講師
（例）

小
学
校

体育科保健領域の学習内容を踏まえ、がんという病気やそ
の予防について、専門家から医学的かつ実践的な内容につ
いて理解を深める。

特別活動 学校医
がん専門医

がん患者の気持ちや生活の様子について理解を深め、思い
やりをもって関わることができるようにする。 道徳 がん患者

がん経験者

中
学
校

保健体育科保健分野の学習内容を踏まえ、医療関係者から
がんの検診や治療法、緩和ケアなどの実際や最新情報につ
いて理解を深める。

特別活動 学校医
がん専門医

自他の健康や命を大切にしようとする意識を高め、病気と
共に生きる人に思いやりをもって接することができるよう
にする。

道徳 がん患者
がん経験者

高
等
学
校

保健体育科科目保健の学習内容を踏まえ、がんに関するよ
り医学的な最新情報や、社会におけるがん患者の実態等に
ついて理解を深める。

特別活動 学校医
がん専門医

がんを自分の問題と捉え、考える。自分や家族が、がんになっ
た時に、自己選択・自己決定できるように、考え方を深める。 特別活動 がん患者

がん経験者

依頼した外部講師（例）　
【文部科学省委託事業　モデル校による実践から】

　＊がん専門医・医師
　＊がん性疼痛認定看護師
　＊がん患者・がん経験者
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【内容と指導のポイント】
　講師が伝えたい内容で一方的に構成したり、児童生徒が理解できない難解な言葉（専門用語）を

用いたりせず、対象となる児童生徒の興味・関心や理解力など、発育・発達段階を十分考慮し、わ

かりやすい言葉づかいや内容を心掛けるようにすることが大切です。

【具体的な内容】

依頼を受けた外部講師の方へ

【外部講師が指導する際の配慮事項（例）】
　□�写真や図などを用いたり、わかりやすい例を示したりする。
　□�体験談等を話す際は、授業前に教員等と打ち合わせを行い、内容を整理し、児

童生徒の発達段階に応じた内容に合わせ、内容を精査するようにする。
　□�一方的に話し続けるのではなく、外部講師から質問したり、児童生徒に考えさ

せたりする。
　□�「がんの告知を受けたときの気持ち」や「治療中の気持ちやエピソード」など、

児童生徒に考えさせたり、ペアトークなどで話し合ったりするようにする。
　□�怖さを強調するのではなく、「自他の健康と命の大切さを主体的に考えることが

できるようにすることが充実した人生につながる」という積極的なメッセージ
が含まれることなどを念頭に置くようにする。

　□�がんの治療などには、医療従事者や家族などの協力が大切であることに気付か
せるような内容にする。

　□�講演や授業の後に、児童生徒が希望をもち、前向きな気持ちになるような内容
に心掛けるようにする。
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Ⅴ　参考資料・教材

　※「文部科学省トップ」→「 教育」→「 学校保健、学校安全、食育」

　→「 学校保健の推進」→「 がん教育」

　http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1370005.htm

○文部科学省の報告書・冊子

 ○文部科学省の教材

文部科学省

□学校におけるがん教育の在り方について（報告）
□外部講師を用いたがん教育ガイドライン
□「生きる力」を育む高等学校保健教育の手引き

□健康な生活を送るために［高校生用］
□がん教育推進のための教材（平成29年６月一部改訂）
□がん教育推進のための教材　指導参考資料
　※具体的な内容
　＜小学校版＞
　　○補助教材：教師用指導参考資料
　　○映像教材 がん博士の「がんについての基礎知識」
　　○映像教材 「がんと生きる」：がん経験者男性・がん経験者女性
　　○ワークシート

　＜中学校・高等学校版＞ 
　　○補助教材：教師用指導参考資料
　　○スライド教材モジュール 1 ：がんという病気（15スライド）
　　○スライド教材モジュール 2 ：日本のがんの現状（12スライド）
　　○スライド教材モジュール 3 ：がんの発生と進行（16スライド）
　　○スライド教材モジュール 4 ：がんの予防（13スライド）
　　○スライド教材モジュール 5 ：検診の意味（12スライド）
　　○スライド教材モジュール 6 ：がんの治療で大切なこと（11スライド）
　　○スライド教材モジュール 7 ：がん治療の支援（14スライド）
　　○スライド教材モジュール 8 ：がん患者のおもい（ 6 スライド）
　　○スライド教材モジュール 9 ：がん患者とともに生きる社会（13スライド）
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○参考になる資料・がんに関する情報
　□公益財団法人　日本対がん協会
　　＊ホームページ：https://www.jcancer.jp/
　　＊がん教育推進　教育用教材（DVD、映像教材、テキスト教材、参考資料）
　　　https://www.jcancer.jp/cancer-education/allmaterial.html

　□国立がん研究センターがん情報サービス
　　　https://ganjoho.jp/public/index.html
　　
　□がん対策情報センター
　　＊学童向けのがん教育のための資料開発
　　　https://www.ncc.go.jp/jp/cis/divisions/sup/project/080/index.html
　　◆学童向け◆
　　　・「生活習慣病のひとつ　がんのことをもっと知ろう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「がんのことをもっと知ろう」編集委員会／編
　　　　　　　�　厚生労働省がん研究助成金「がん情報ネットワークを利用した総合的がん対策支援とその評価の具体

的方法に関する研究」（研究分担者　片野田耕太）

　　◆指導者向け◆
　　　・「がんのことをもっと知ろう　指導書（小学校高学年向け指導案付き）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「がんのことをもっと知ろう－指導書－」編集委員会／編
　　　　　　　�　厚生労働省科学研究費補助金がん臨床研究事業「学童を対象としたがん教育指導法の開発およびその

評価」（研究代表者　助友裕子）

　□新潟県のがん対策　
　　＊「新潟県ホームページ」→「健康・医療・衛生」→「新潟県のがん対策」
　　　http://www.pref.niigata.lg.jp/iyaku/1356769933393.html

　□厚生労働省　がん対策情報
　　＊「厚生労働省ホームページ」→「政策について」→「分野別の政策一覧」→「健康・医療」
　　　→「健康」→「がん対策情報」
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/

○新潟県内のがん対策関係機関
　□がん診療連携拠点病院（平成30年４月１日現在）

　□公益財団法人新潟県健康づくり財団
　□新潟県福祉保健部・市町村福祉保健部等

その他

都道府県がん診療連携拠点病院 県立がんセンター新潟病院

地域がん診療連携拠点病院

県立新発田病院　　新潟大学医歯学総合病院 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新潟市民病院　　　長岡赤十字病院
長岡中央綜合病院　県立中央病院　　　　　　　　　　　　　　 
新潟労災病院

地域がん診療病院 佐渡総合病院

がん診療連携拠点病院に準じる病院
立川綜合病院　　　柏崎総合医療センター
上越総合病院　　　西新潟中央病院
済生会新潟第二病院

※�関係機関へのお問い合わせについては、保健体育課、
各教育事務所、県立教育センターへお願いします。
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＜引用　参考文献＞
・小学校学習指導要領	 （平成29年告示）文部科学省
・中学校学習指導要領　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年告示）文部科学省
・高等学校学習指導要領　　　　　　　　　　　　　　（平成30年告示）文部科学省
・小学校学習指導要領　　解説　体育編　　　　　　　（平成29年告示）文部科学省
・中学校学習指導要領　　解説　保健体育編　　　　　（平成29年告示）文部科学省
・高等学校学習指導要領　解説　保健体育編・体育編　（平成30年 ７ 月）文部科学省

・学校におけるがん教育の在り方について（報告）
� （平成27年 ３ 月）「がん教育」の在り方に関する検討会
・外部講師を用いたがん教育ガイドライン（平成28年 ４ 月）文部科学省
・「生きる力」を育む高等学校保健教育の手引き（平成27年 ３ 月）文部科学省
・小学校版　がん教育プログラム補助教材（平成29年 ３ 月）
� 株式会社キャリアリンク（文部科学省委託事業）
・中学校・高等学校版　がん教育プログラム補助教材（平成29年 ３ 月）
� 株式会社キャリアリンク（文部科学省委託事業）
・がん教育推進のための教材　指導参考資料（平成29年 ６ 月）文部科学省
・新潟県の「がん教育」の推進についてリーフレット（平成29年 ２ 月）新潟県教育委員会
・学校におけるがん教育の考え方・進め方（平成30年 ３ 月）
� 植田誠治編著　物部博文・杉崎弘周著　　大修館書店
・「がんについて学ぼう　活用の手引き（教師用）」（平成29年 6 月）東京都教育委員会
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　現在、がんは日本人の死因の第 １位を占める病気であり、およそ ３人に 1人ががんで亡くなって

います。また、生涯のうち ２人に １人が、何らかのがんにかかると推計されており、重要な健康課

題の一つであります。

　また、がんは、命に関わる病気ですが、医学の急速な進歩により、早期に発見し、適切な治療を

すれば、治らない病気ではなくなってきました。

　しかしながら、がん検診の受診率が上がらないことや、がんは未だ「不治の病」などといった、

がんに関する誤った認識が根強く、必要以上に不安や恐怖を感じたり、がん患者やその家族への偏

見につながったりしています。このようなことから、学校教育活動全体で健康教育の一環として「が

ん教育」を推進することは、児童生徒が生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資

質や能力を育成する上で、大変有意義なことであります。

　新潟県教育委員会では、平成28年度から文部科学省の委託事業を受け、モデル校による授業実践

や教職員等への研修会、普及啓発のためのリーフレットを各学校へ配付するなど、がん教育の推進

に向けた取組を進めており、その一環として本手引きを作成しました。

　各学校におかれましては、本手引きを活用し、全教職員の共通理解のもとに、健康教育の全体計

画に位置付け、関連教科との連携を図り、学校教育全体で推進することや、学校保健委員会を活用

し、家庭や地域の理解を得ながら、学校全体で組織的・計画的に進められるよう期待します。日本

の未来を担う子供たちに、がんの正しい知識や、生きること、命の大切さについて、理解して欲し

いと願っております。

　最後に、本手引きの作成に当たり、御協力と御指導を賜りました皆様及び資料提供や御助言をい

ただいた方々に感謝申し上げます。

　平成31年 ２ 月	

新潟県教育庁保健体育課長　

今　西　博　一
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